
こんにちは｡ まず､ 皆様にアフリカ大陸からご

あいさつを申し上げたいと思います｡ 私の後ろの

地図にかいてありますけれども､ ナイロビがケニ

アの首都ですが､ 私は水曜日の夜にそこを出発し

まして､ 一昼夜かけて日本までやってきました｡

体は､ おわかりだと思いますけれども､ ちょっと

疲れています｡ しかし､ 気持ちは非常にエキサイ

トしています｡ ご招聘いただいたことを大変うれ

しく思っています｡ 私たちのケニアでの経験を共

有できることをうれしく思っております｡

私は学者ではなく､ 実践家としてここに来てお

ります｡ ナイロビ平和イニシアティブの事務局長

をしております｡ アフリカ全土での平和構築活動

を行っているエマニュエル・ボンバンデさんの組

織とともに､ アフリカ全体で平和構築活動を市民

社会の立場から行ってまいりました｡

今回､ アフリカの紛争とジェンダーというテー

マで話をしてほしい､ そしてケニアに焦点を当て

てほしいと言われ､ 非常に幅広いトピックだと思

いました｡ 何に焦点を当てるかということを非常

に考えました｡ 皆様は､ 特にケニアに対して､ ま

たケニアの情勢に関心が高いと伺っております｡

また､ 先ほどもすばらしい報告がありましたので､

今日は､ どのような課題がアフリカにあるのか､

特に民主主義を構築する中でどのような課題があ

るかということをお話ししたいと思います｡

国際社会もそうだと思いますが､ ケニア国内で

も､ 選挙の後にあのような暴動が起こったことは

ショックでした｡ ケニアは平和の国と言われてい

たわけですけれども､ あれだけの暴動が大統領選

挙の後にあると思っていませんでした｡ ですから､

この点については､ 後半に話をしたいと思います｡

本日の私のタイトルは､ アフリカの紛争､ ケニ

アの危機と市民社会の参画ということであります｡

ジェンダーにも焦点を当ててみたいと思います｡

まず最初に導入ということで､ なぜアフリカで

このような形で紛争が長らく続いているのか､ そ

の背景をお話ししたいと思います｡ アフリカの政

治的な経緯は､ 暴力的､ 非暴力的な紛争によって

いろどられてきました｡ レザーマン(１)という研

究者がいますけれども､ 1970年から97年の間にア

フリカ全土で30の戦争が勃発し､ ほとんどが国内

のものだったと言っています｡ 96年だけでも､ ア

フリカの53カ国のうち20カ国の中で武力紛争があ

り､ 世界の戦争関連の死亡者数の半数はアフリカ

で生じました｡ そして､ 800万人の避難民が発生

しています｡

暴力的な紛争は経済成長を阻み､ また､ 多くの

アフリカ諸国において持続可能な開発を阻んでい

ます｡ 10月に出ましたオックスフォードの2007年

のレポートがあります｡ 武力紛争によって180億

ドル規模の損失が起きているということです｡ ア

フリカで紛争が起こったことによって､ いろいろ

な開発が犠牲になっているわけですが､ １日１ド

ル以下の生活水準で暮らしている人がたくさんい

ます｡ 最も多く HIV・エイズに苦しんでいるの
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がアフリカ大陸です｡

紛争という状態においては､ さまざまな問題に

対処していくことができません｡ アフリカの紛争

は大陸全体に見られるわけですが､ さまざま形態､

さまざまな度合いで出てきます｡ 場合によっては､

紛争というのは､ 政治的な権力闘争という形で出

てきます｡ ケニアがその例だったと思います｡ ま

た､ 土地または天然資源をめぐって､ 生産性をめ

ぐっての抗争もあります｡ 先ほどもお話がありま

したけれども､ 民族虐殺が起きていますし､ 女性､

子供たち､ 高齢者が犠牲になっているところもあ

ります｡ または､ 文化的な排斥､ 宗教的な不寛容

といった形で出てくるところもあります｡

２種類の影響があると思いますが､ 一つは財産

または命を奪うというもの､ もう一つは開発が進

まないということがあります｡ 持続可能な人間の

開発のためには安定が必要なわけですし､ 暴動ま

たは抗争､ 紛争があるということは､ 無力や絶望

などを生み出してしまうことがあると思います｡

アフリカは非常に貧しい国ですが､ さらにその苦

しみが増長されてしまうわけです｡

アフリカの紛争というのは､ さまざまな要因の

結果です｡ 内部的な原因もあります｡ また､ 内的

な環境に起因するものもありますが､ 最も重要な

のは外的な要因によるものです｡ 先の話にありま

したけれども､ 歴史的にもアフリカは､ こうした

さまざまな要因で苦しんできました｡

例えば初期の段階では奴隷制がありましたし､

その後に植民地支配があり､ その後に暴力､ そし

て先住の人たちが従属させられ､ また政治的､ 社

会的な制度が破壊されてきました｡ また､ 国境が

引かれましたが､ 民族的なものが全く考慮されず､

さらに経済・政治システムが従来の経緯を全く無

視した形で構築されていきました｡ 奴隷制､ 植民

地支配､ ネオコロニアリズムというような形で､

文化的なグループを分断したのです｡ そこにスト

レスが発生し､ その結果として､ 国内または国家

間の紛争に発展していったわけです｡ それがアフ

リカです｡

あまり昔のことまでさかのぼりたくはないんで

すけれども､ 植民地支配というのは分断統治とい

うことであり､ ある部族一つだけを優遇するとい

う統治の仕方でした｡ ブルンジのフツ族､ ケニア

の場合にはある特定の地域が発展して､ ほかのと

ころは犠牲になるという構図でした｡ それは､ 先

住の人たちがそうしたわけではありません｡ 奴隷

制から植民地支配､ ネオコロニズム､ そしてグロー

バリゼーションと進む中で､ アフリカの国々は､

いろいろな既にあった制度を採択していったわけ

ですけれども､ それをきちんと考えないで進めて

いった｡ どのような形で制度をつくっていけばい

いのか､ 人々の多様性を考えなくてはならなかっ

たし､ われわれが既に持っているもの､ 前から引

き継いできたものを強化するという形で発展させ

たわけです｡

そういった形でその後独立をしていったわけで

すが､ 既にあったものの上に独立をしたというこ

とで､ そのマイナスの影響がありました｡ 実際に

こうあるべきだということと既にあるものとを､

今後融合させていかなくてはならないわけです｡

これは､ 植民地支配だけ､ または奴隷制だけのせ

いではないわけです｡ わたしたち内部の課題も解

決していかなくてはなりません｡

新しい主権を確固としたものにするために公共

部門をアフリカ化する､ ということをしてきたわ

けですが､ それはある特定の民族の支配を固定化

することになりました｡ そして､ 民族紛争の激化

につながったのです｡ また､ 植民地支配後のポス

ト・コロニアル政府は､ 社会的なサービスがこれ

までなかったところに発生させ､ 普及させようと

したわけですが､ その収入源を実際に牛耳ってい

たのは指導部であり､ 政府高官だったわけです｡

ここで､ 冷戦または代理戦争ということに触れ

なくてはなりません｡ どの国がどこを支援したか

― 56 ―



アフリカの紛争とケニア危機

ということになっていくわけですが､ 冷戦時代の

ジレンマというものがあったと思います｡ 独裁者

たちが支援された｡ それは､ 国民に対して何をし

ているかにかかわらず支援があったということで

す｡ ですから､ 指導者と市民の間の対立がありま

した｡ 憲法を論じるときに､ 国民､ 人々の参画が

なかったわけです｡ ですから､ 人民の意思が反映

されていない憲法ができたわけです｡ しかし､ そ

れが最近は逆行しています｡ つまり､ 多くのアフ

リカの国々で改めて憲法を書き直そうという動き

が出てきています｡ そして､ これまでの悪循環を

どのように断ち切るのかということを考えるよう

になってきています｡

世銀も､ 80年代にはさまざまな形でアフリカの

ための政策を打ち出してきましたが､ アフリカの

目的そのものに見合った政策ではありませんでし

た｡ そういったマイナスの側面もありましたが､

この10年ぐらいの間に新たにアフリカ大陸には希

望が出てきていると思います｡ それは AU (アフ

リカ連合) が再構築されているということから出

てくるものです｡ 政府間開発機構(２)(IGAD)､ 西

アフリカ諸国経済共同体(３)(ECOWAS)､ 南部ア

フリカ開発共同体(４)(SADC) といった組織がで

きているということもあります｡ つまり､ 経済ブ

ロックという形でアフリカを発展させていこう､

または大陸全体でのブロックが出現しています｡

地域または大陸全体の組織､ これらもまたアフリ

カの紛争に対応していこうとしています｡

ケニアは､ ソマリアとスーダンの間の和平調停

を試みました｡ AUがアフリカのピア・レビュー・

メカニズム(５)をつくりました｡ それによって､ よ

き統治､ 民主主義の発展に貢献しようとしている

わけです｡ また､ 平和安全保障委員会をつくろう

としています｡ アフリカ大陸早期警戒システム(６)

も AUの中の取り組みです｡

こういった動きが示すのはすべて非常に強い意

欲があるということです｡ つまり､ いろいろな課

題はあるけれども､ アフリカ自身がまず前面に立っ

て平和を実現していこうという意欲があるという

ことです｡ われわれ自身がアフリカ人としてアフ

リカを見て､ われわれ自身の運命を決めていこう

という動きになってきているわけです｡ ですから､

国際社会に援助を求めるときには､ パートナーと

してアフリカの前進のために手を差し出している

ということであって､ われわれが何もしないで援

助だけを求めているということでは決してないと

いうことです｡

こうしたメカニズムがあるわけですが､ それに

加えて､ 市民社会が復権を遂げようとしてきてい

ます｡ ここで言わなくてはならないのは､ 市民社

会というのはアフリカの各国で非常に活力を持っ

ているわけですが､ その度合いは国によってまち

まちだということです｡ 独裁主義の国の場合には､

市民社会はそれほど活力があるわけではありませ

ん｡ 政府に対して監視をするような立場ではない

ということは言えると思います｡ しかしながら､

例えばガーナのような国､ またはケニア､ そういっ

た国では非常に活発に市民社会が動き始めていま

す｡

アフリカの紛争の構図の中で､ ジェンダーはど

うなっているのかを問うてみたいと思います｡ ジェ

ンダーとは､ 社会的に構築された女性または男性､

子供の役割ということです｡ アフリカでジェンダー

を論じる際､ 女性に焦点が当てられることが多い

と思います｡ もちろん､ 紛争が起こるときに女性

が最も犠牲になることが多い｡ 子供も高齢者もそ

うです｡ 紛争の中で最も苦しむのが女性たちです｡

もちろん男性も､ 戦闘員になるということで苦し

みます｡

人間にとって自然ではない活動に従事すること

は､ 社会を壊します｡ 対話ではなく､ 暴力をもっ

て物事を解決しようとするときには､ 社会全体が

影響を受けるわけです｡ もちろん､ 女性には非常

に焦点を当てます｡ というのは､ 一般的にどの社
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会でも女性は何らかの形で疎外されています､ 弱

い立場にあります｡ そして､ 意思決定のプロセス

に入っていません｡

紛争のある社会においては､ だれもが悪い影響

を受けているわけです｡ 戦争と平和に対する女性

の貢献は､ 長い間過小評価されてきたと思います｡

女性は､ 敵対的な戦争などを先導する役割を果た

すこともあります｡ 例えばグループの利害とか､

名誉とか､ そういったことで女性が戦争を先導す

ることもあるわけです｡ しかしながら､ 混乱の中

で秩序を保とうとするときに､ 女性の役割は大き

いと思います｡ 男性たちが戦闘によって殺されて

いく中で､ 女性が家族を養う責任を持つわけです｡

女性は､ 家族を守る､ 健康と安全を守る責任を持っ

ています｡ そして､ 現実的な変化に対応するよう

な形で女性は生き延びていく｡ ですから､ 女性は

平和の推進役になるわけです｡

しかし､ ほとんどの場合､ 女性は公式な場では

数が少ないわけです｡ 女性は犠牲になることが多

いわけですが､ 戦闘員となることもあります｡ し

かしながら､ 平和のプロセスや和平協定など､ 紛

争解決の役割に関わることはあまりありません｡

また､ 女性は､ 主要な戦略的な問題をめぐる意思

決定には入っていませんし､ 戦争または和平の意

思決定のプロセスにもほとんど入っていないのが

現状です｡

それでは､ ここで､ ケニアの危機についてお話

をしてみたいと思います｡ まず､ あまりご存じな

い方のために､ これがケニアの地図です｡ 独立し

たのが1963年の12月です｡ 前回の国勢調査で人口

が約3,400万人という数字が出ています｡ 42の民

族､ 部族があります｡ ルワンダには二つの民族で

すが､ ケニアの場合は42の部族が存在するわけで

す｡

ケニアには七つの州があります｡ 海岸州は､ 先

住の人々､ またアラブ系の人たちが住んでいます｡

ケニアと東海岸との交易があったためです｡ また､

北東州にはソマリアからの難民がいます｡ この国

境線は､ アフリカ争奪の際にできた線です｡ ケニ

アにソマリア側の人たちが入って､ 同じ集団に属

していますが､ 別の国に住んでいます｡ また東部

州､ リフトバレー州､ 西部州､ ニャンザ州､ 中央

州､ ナイロビ州があります｡ このさまざまな州に

ついて知っておく必要があります｡ というのは､

選挙後の危機とかなり関連があるからです｡

ケニアが独立したとき開発の進んだ地域は､ ケ

ニアの中央部でした｡ さらに､ 渓谷部が肥沃な土

地で､ 植民者はこの地域に入り､ この地域での開

発が進んでいたわけです｡ リフトバレー州ですね｡

そして､ キクユ族がこの辺に主にいました｡ ケニ

ア中部です｡ 彼らは､ 植民者から追い出されてリ

フトバレーに移ったわけです｡ ここにマサイ人も
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いましたけれども､ マサイ族の人たちもリフトバ

レーから追い出されました｡ 人々の移動があった､

いろいろな民族､ 部族がもともとの地域から離れ

ていったというのがケニアの状況だったわけです｡

新しい政府が63年にできて､ 国づくりが始まり

ました｡ そのとき､ 開発の大半は中央部､ あるい

は首都のナイロビの周辺だったわけです｡ 中央州､

肥沃な土地のあるリフトバレー州です｡ そして､

植民地時代と同じようなパターンがあったわけで

す｡ この地域で非常に開発が進み､ 経済活動の大

半はこの地域で生じていたということです｡ 一方

で､ 例えばこの辺は取り残された地域で､ 開発は

全く進まなかった地域です｡

24年間続いた政権で､ 人々は非常に抑圧されて

いると感じていました｡ モイ大統領(７)が政権を

握ってきました｡ モイ政権を追い落とすための連

立工作が始まり､ そしてキバキ大統領の政権が

2002年に始まったわけです｡ 当時､ みながケニア

のその状況を喜びました｡ これは民主主義の一つ

の成果だ､ アフリカの独裁的､ 専制的な国から､

暴力ではなく平和裏に新しい政府が設立されたと｡

新しい政府は､ 100日のうちに新しい憲法をつ

くると言いました｡ それまでの憲法は行政権があ

まりにも強過ぎた｡ それを改めようということで､

行政府があまり力を持たないようにする｡ 大統領

には特別の権力を認めるけれども､ 大統領の行き

過ぎに対しては､ 議会制民主主義の中でチェック・

アンド・バランスを受ける仕組みになることにな

りました｡ 新しい憲法をつくるプロセスに移った

わけですけれども､ 市民も､ 国民も､ 協議を受け

て意見を出すことができるようになった｡ 非常に

民主的な仕組みです｡

新しい憲法をケニアにつくる｡ 国民がそのプロ

セスに参加することになって､ 国民投票が行われ

た｡ この憲法でいいのか､ 受け入れるかどうか､

国民の願いが本当にここに反映しているのかどう

かということだったわけですけれども､ 残念なが

ら､ ここで二つに分かれたんですね｡ 新しい政府

はなかなかまとまらなかった｡ 一方はキバキ支持

派､ もう一つはキバキ反対派だったわけです｡ 国

民投票のときには政府が負けました｡ 20％の賛成

で､ 国民はこの憲法を拒否したわけです｡

憲法の中に､ 首相の立場がきちんと規定されて

いないこと､ またもう一つの問題としては､ シャ

リア (イスラム法) をどう扱うかということを憲

法の中でうまく規定していないということがあり

ました｡ ほかの宗教の人たちもいますから｡ 今の

憲法ではシャリアは認められています｡ しかし､

当時は､ そういうことを含めるのは賢明ではない

と考えられて､ 憲法として80％はいいけれども､

残りの２割はよくないというのが国民の反応でし

た｡ その結果､ 国民は憲法全体を拒否しました｡

当時のキバキ政権が盛んに宣伝しましたが､ 憲法

案には反対だ､ 完全な憲法が提示されるまでは国

民は認めないということになったわけです｡

そして､ 2005年から新しいキャンペーンが始ま

ります｡ それは2007年を目指したわけです｡ その

キャンペーンの中で､ 国民投票で支持された野党

が力をつけました｡ 政府が国民の多数派の支持を

得られなかったということで､ 野党は勢いづき､

国民投票の状況を利用して新しい政府､ 政権を目

指すキャンペーンを始めるわけです｡ そういう状

況の中で､ 国民の大半は､ ｢われわれは憲法に反

対だ｣ ということを言っていました｡ 憲法は拒否

したものの､ だからといって必ずしも野党側にく

みする､ 反政府という立場でもなかったわけです｡

野党はこの状況を利用しようとしてキャンペー

ンを始めましたが､ そういった中で2007年の選挙

を迎えたわけです｡ 残念ながら国は､ 州ごと､ そ

して部族ごと､ 民族ごとに分断されました｡ キバ

キ政権は中央部の人たちが支持基盤です｡ その自

分たちのグループにしがみつこうとした｡ それが

キクユ族だったわけです｡ ということで､ 政府の

中の個々の人たちの顔を見るのではなくて､ 部族
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として人々はとらえたわけです｡ キクユ族だと｡

野党にはほかの州の人たちが多い｡ リフトバレー

州､ ニャンザ州､ 西部州､ 海岸州､ 東部州､ そう

いう人たちが野党としてまとまって政府に反対し

たわけです｡ 大変な対立を生んだ2007年の選挙だっ

たわけですけれども､ お互いのグループに対する

悪感情を刺激するような､ ルワンダのような状況

になったわけです｡ 開発に取り残されるとか､ 若

者に失業者が多いとか､ あるいは一部の地域があ

まりにも開発が進み､ ほかの人たちが犠牲になっ

ているというような争点に目が行き､ 本当の問題

に目が行かず､ 部族の対立として物事がとらえら

れるようになりました｡

大統領選挙の結果が30日に発表されて､ 国民は

憤慨し､ 1,000人が殺され､ 30万人が家を捨てて

避難したわけです｡ キクユ族の人たちが､ 自分た

ちの家を捨てて逃げていかなくてはならない状況

になりました｡ 部族ごとに､ 自分たち以外の人た

ちを追い出そうという非常に醜い状況になってい

きました｡ 短期間のうちにケニアがどんどんひど

い状況になって､ ソマリアやルワンダのような状

況になるのではないかという瀬戸際まで追い込ま

れたわけです｡ ケニアの状況は非常に困難だった

のです｡

私たちは､ 平和を求める市民団体としていろい

ろな運動を始めました｡ 市民社会のさまざまな団

体がそういう取り組みを始めました｡ 大混乱の状

況だったわけですけれども､ まず第一にやったの

は､ 市民社会がメディアを活用するということで

した｡ 国際的なメディアも､ ケニアの焼き討ちの

状況とか暴力の状況を報道しました｡ なたで人を

殺し合うとか略奪の状況､ そういうイメージが世

界に広められたわけです｡

平和を求めるのであれば､ 市民社会として私た

ちは何かしなくてはならないということでまず始

めたのが特使です｡ ソマリアやスーダンの和平を

調停したような人たちに頼んで､ ケニアがソマリ

アやスーダンのようにならないように､ ほかの国

で活動したあなたたちがメディアに対して新しい

イメージを出してくれ､ ケニア人に対して､ 暴力

的な状況になっているけれども我々ケニア人とし

て平和のメッセージを届けるべきだと言ってほし

い､ 対話のメッセージを伝えてほしいということ

を伝えたんです｡ これと異なるメッセージを国民

に届けてくださいということで､ メディアはそう

いう動きに対して非常に前向きに対応してくれて､

テレビの番組の中でも､ 平和のメッセージ､ 平静

になるようにという国民への訴えを取り上げてく

れるようになったわけです｡

メディアの運動の次に私たちがキャンペーンと

してやったのは､ 新しいスペースをつくろうとい

うことでした｡ 女性も､ 若者も､ 子供も､ ケニア

の市民を招いて､ そこで集会を開いて､ この問題､

紛争をどう解決するかということを市民社会の中

で話し合いを始めた｡ ほかの国際的なコミュニ

ティーの中の人たちとの連絡もとって､ デズモン

ド・ツツ大司教に､ ケニアに来てください､ そし

て我々のリーダーと一緒に話をしてくださいとい

うことをお願いしたんですね｡

同時に､ 国際社会も私たちに対して､ いろんな

指導者に来てほしいということを言い､ 市民社会

との協力の中でリーダーの取り組みを求めたわけ

です｡ ケニア国民に平静を訴えてくださいという

ことだったわけです｡ これは政治レベルで行われ

た｡ コフィー・アナン氏も来た｡ 女性のグループ

もそれぞれ組織的な人道支援を得ようと難民キャ

ンプのような形になって､ 避難民のキャンプの中

で亡くなっている人､ おなかをすかしている人た

ちに支援物資を届けようということになりました｡

そういう取り組みを始めた｡ それから､ 調停チー

ムに女性からの視点を伝えたのです｡

市民社会のグループが､ この危機の状況に対応

して立ち上がったわけです｡ 調停チームとして､

政治の一番高いレベルでも､ あるいは市民のレベ
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ルでも､ あるいは､ その中間的なところで州の当

局に訴える｡ そこで､ 平和のインフラを築こう､

ケニアの国民に訴えるインフラをつくろうという

キャンペーンを始めて､ それによって暴力を減ら

そう､ 対話を促進しようという動きを始めたので

す｡

草の根のレベルでも､ 地域社会の中で､ 地方部

で人々を動員して､ コミュニティーに基づくイニ

シアティブを始めた｡ いろいろな部族､ 民族の人

たちの対話を促進しようという動きです｡ みんな

が協力して始めたことなんですね｡ 多くの人々は､

アナン氏の調停活動にしか目が行かなかったかも

しれませんけれども､ 実は草の根レベルでも､ そ

の中間のレベルでも､ いろんなことが行われてい

たということです｡ ケニアに再び平和をという動

きです｡

この選挙で､ それが一つの引き金になって､ い

ろんなことが起きました､ ケニアでそれまで眠っ

ていたものがもう一度目を覚まされたわけです｡

土地の問題､ 一部の地域が開発に取り残されてい

るという状態､ あるいは貧困の状況､ 失業の問題､

それが実は今回の騒乱の背景にあったわけです｡

そういうものが原因だったわけです｡

憲法の中で土地の問題にどう対応できるか､ あ

るいは富の配分が不平等であるという状況に対応

できるかということで､ 新しい委員会を設立して､

選挙で何が悪かったのかをもう一度見直そうとい

う動きがでました｡ そして､ 和解委員会をつくろ

うという動きになったり､ あるいはそのほかの委

員会では､ 再び新しいケニアをつくり直そうとい

う動きになったわけです｡ 民主的なケニア､ そし

て持続可能な平和なケニアということです｡

以上が私の話です｡ ありがとうございました｡

註

(１) Janie Leatherman. 主な著書に､ Breaking

Cyeles of Violeuce: Contlict Prevertion in

Intrastate Crises (Kumarian Press, 1999.

共著) など｡

(２) Intergovernmental Authority on Development.

ジブチ､ エリトリア､ エチオピア､ ケニア､

ソマリア､ スーダン､ ウガンダの東アフリ

カ７カ国加盟の地域機構であり､ 1996年に

発足した｡ 前身は1986年創設の干ばつ対

策・開発政府間機構｡

(３) Economic Community of West African States.

西アフリカにおいて､ 域内経済統合を推進

する準地域機関｡ 現在の加盟国15ヶ国 (ベ

ナン､ ブルキナファソ､ カーボヴェルデ､

コートジボワール､ ガンビア､ ガーナ､ ギ

ニア､ ギニアビサウ､ リベリア､ マリ､ ニ

ジェール､ ナイジェリア､ セネガル､ シエ

ラレオネ､ トーゴ)｡ 1990年代より停戦監

視や紛争予防など､ 政治的安定も目標の一

つに掲げて活動を行っている｡

(４) 1980年４月１日に南部アフリカ開発調整会

議 (SADCC) として発足し､ 当時は､ 南

部アフリカ諸国が､ アパルトヘイト体制下

の南ア旧政権の経済的支配から脱却するこ

とを目的としていた｡ アパルトヘイト関連

国内法の撤廃等､ 南アの民主化に伴い､

1992年 ｢南部アフリカ開発共同体 (SADC)｣

に名称を変え､ 1994年南アも加盟国として

迎えた｡ 以後､ 経済統合・共同市場を標榜

し､ 更に紛争解決・予防のための活動も開

始している｡ 加盟国は､ 以下の南部アフリ

カの14ヶ国 (タンザニア､ ザンビア､ ボツ

ワナ､ モザンビーク､ アンゴラ､ ジンバブ

エ､ レソト､ スワジランド､ マラウイ､ ナ

ミビア､ 南アフリカ､ モーリシャス､ コン

ゴ民主共和国､ マダガスカル)｡

(５) アフリカン・ピア・レビュー・メカニズム

(APRM) (アフリカにおける相互審査シス

テム)｡ アフリカ各国が､ 政治､ 経済､ 民
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間企業活動 (コーポレート) におけるガバ

ナンスについて相互に評価し､ 経験を共有

し合うためのメカニズム｡ 2002年設置｡ 現

在､ 25カ国が参加している｡

(６) Continental Early Warning System｡ 紛争を

未然に防ぐための早期警戒システムとして､

AUが確立に取り組んでいる｡

(７) ダニエル・トロイティッチ・アラップ・モ

イ (Daniel Toroitich Arap Moi)｡ ケニア

第２代大統領｡ 1978年10月から2002年12月

まで在職､ 2002年12月に政界から引退した｡
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